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事業：福祉施設管理運営事業                                

１．概略 

高齢者や障がい者等に関する各種の相談に応ずるとともに、社会参加や生きがい活動等の場を提供するために、

福祉センター・地域福祉センター（2館）の管理・運営を行った。 

細事業：市立福祉センター管理運営事業                             

１．福祉センター「錦渓苑」 

福祉センタ－の管理運営については、河内長野市社会福祉協議会を                   

指定管理者として、多様な情報の提供を行うとともに利用者のニーズ

に応えながら、教養の向上など生きがいづくりの拠点として、また日々

を楽しむ憩いの場となるように、下記の事業に取り組み、センター機

能の充実に努めた。 

管理運営委託料     60,814,772円 

(1) 利用者の状況 

平成 25年度における利用者の状況は下表のとおり。 

開館日数（日） 
男女別利用者数（人） 

１日平均利用者数（人） 浴場利用者数（人） 
男 女 計 

291 39,332 32,211 71,543 246 32,618 

 (2) 事業内容 

①生きがいづくりに関する事業 

利用者の生涯教育、趣味を見出し自らの生きがいづくりを図ることを 

目的に、歴史講座をはじめ 6つの講座を開催し、123人の受講があった。 

講座以外でロビーコンサートをはじめ 5つの事業を開催し、322人の 

参加があった。 

センタークラブ（22クラブ、会員数 315人）がおおむね月 2回の自主 

活動するなかで、活発に活動できる環境整備と指導・援助を行った。 

②医療・健康に関する事業  

利用者の健康に対する不安を解消するため、医師による医療健康相談を月 1回第４木曜日に実施し、33人

の相談を行った。また看護師による血圧測定を月 2回第２・４金曜日に実施し、309人の血圧測定を行った。 

疾病・負傷により心身の機能低下を招いている利用者の機能の維持回復を図り、日常生活の自立を助ける

ために、理学療法士及び看護師による訓練指導を毎週木曜日に実施し、398人の訓練指導を行った。 

③送迎バス運行事業 

利用者の利便性を確保するため、市内巡回送迎（利用者数 2,430人）・老人クラブ送迎（利用回数 51回、

利用者数 1,845人）・市内主要ターミナル送迎（利用者数 2,321人）への送迎バスの運行を実施した。 

④福祉センターまつり開催事業 

センタークラブや自主サークルの活動成果の発表の場を提供し、各種団体の協力のもとで、利用者の相互

交流を深めるために、12月 7日に福祉センターまつりを開催し、約 380人の参加があった。 

⑤広報活動事業 

毎月 1回ホームページを更新し、また 2ヶ月に 1回広報紙「錦渓苑だより」を発行し、情報提供を行った。 

⑥入浴施設の衛生管理の徹底 

保健衛生管理・安全対策として、より一層の水質維持・管理を図るため、入浴施設関連機械設備及び貯湯

槽の清掃・洗浄及び塩素消毒の徹底により、レジオネラ菌をはじめ他の病原性細菌の発生を防止し、利用者

の安全を図った。 

 


